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 高速点火レーザー核融合では，高強度レーザ

ーのエネルギーを一旦高速電子に変え，高速電

子で核融合燃料を加熱する．高速点火レーザー

核融合の成功には，この高速電子の特性を望ま

しい方向に制御することが重要である． 
	
 制御すべき三つの課題がある．一つ目は，高

強度レーザーとプラズマの相互作用によって

発生する高速電子のエネルギーが核融合燃料

を加熱するには大きすぎるため，高速電子が持

つエネルギーが十分核融合燃料に付与されな

いこと．二つ目は発生した高速電子のうち加熱

に寄与する低エネルギー成分は核融合燃料に

到達する前に吸収されてしまうこと．三つ目は，

発生した高速電子が大きな発散角を持つため，

核融合燃料にまで到達するのはそのごく一部

であること．である．これらの課題を克服する

手法として注目されているのが，強磁場を用い

た高速電子の制御である． 
 
	
 本研究ではレーザー駆動キャパシター・コイ

ルターゲットを使って，高速点火レーザー核融

合に必要な強磁場を発生させた．レーザー駆動

キャパシター・コイル法で生成可能な磁場は、

微小な空間（数 mm 以下）で短時間（数ナノ
秒）に限られるが、瞬間的にキロテスラを越え

る高磁場強度を生成出来るという利点がある。 
	
 図 1 に示したピックアップコイルを用いた
測定では，最大磁場強度は 15 kTで，磁場パル
スの半値幅が 10 nsであることが明らかになっ
た．ピックアップコイルを使った磁場測定方法

では，コイル部では無く，プラズマ自身が作る

磁場の影響を受ける．レーザーの照射強度及び

波長を変えながら，ファラデー回転を使い磁場

を測定した．磁場強度はレーザー強度に比例し

て大きくなり，コイルから 850 µm離れた点で
観測された最大の磁場強度は 1 kTであった．
この値は，ピックアップコイルを使って測定れ

た値と矛盾しないものであった．  
	
 ピックアップコイル及びファラデー回転を

用いた磁場計測方法は，プローブの位置を固定

した定点観測であり，磁場の空間分布を測定す

るには不適切である．高強度レーザーで加速さ

れるプロトンビームを用いた，プロトンラジオ

グラフィーによる磁場分布観測も行った．図4
は6.7 MeVのプロトンに銅メッシュを使い，空
間的にパターンを印加した後に，磁場中を伝搬

させて得た像である．磁場によるメッシュ像の

歪みが観測され，コイル中心部での磁場強度は

3 kT以上と推定された． 
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図 1	
 ピックアップコイルを使った磁場強度の
時間履歴計測．コイルを付けることで，自発磁場

よりも一桁近く大きい磁場が観測された． 


